学習課程　[ボール運動　ゴール型（ハンドボール）]第5学年
	段階
	やってみよう[image: image1.png]



	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8

	学習活動
	１ 単元のねらいや学習の進め方を知り、単元の見通しをもつ。
○学習資料の活用の仕方について知る。
２ 準備運動について知り、取り組む。
○対面パス
３ ゲームの運営やはじめのルールについて知る。
４ 試しのゲームに取り組む。
・４人対４人
・ゲームは時間制（６分）
５ 整理運動をする。
６ 学習の振り返りをする。
７ 学習のまとめをする。
８ 用具の片付けをする。
	１ 用具の準備をする。
２ 本時の学習内容を知る。
３ めあて・作戦を確認する。
４ 準備運動とボール慣れをする。
５ ゲーム１【２・３・４・５時リーグ戦】
○相互審判やゲームの記録の仕方について知り、取り組む。

６ 全体での振り返り→ミニゲーム
７ ゲーム２に取り組む。
８ 整理運動をする。
９ 学習の振り返りをする。
10学習のまとめをする。
11用具の片付けをする。

	１ 用具の準備をする。
２ 本時の学習内容を知る。
３ めあて・作戦を確認する。
４ 準備運動とボール慣れをする。
５ ゲーム１【６・７・８時　対抗戦】
○キャプテンが話し合い対戦相手を決める。
６ チームの時間
○チームの課題に応じた活動に取り組む
７ ゲーム２に取り組む。
○同じ相手と続けて対戦する。
８ 整理運動をする。
９ 学習の振り返りをする。
10学習のまとめをする。
11用具の片付けをする

	教師の
働きかけ
	○学習資料を活用し、記録カードを記入させたり、チーム内でよさを認め合う相手を確認したりする。
○事前に「技能」「関心・意欲・態度」「思考・判断」の力が等質で、児童同士の人間関係に配慮したチーム編成を行う。
○用具の準備やゲーム間の移動を素早くできるように、１単位時間の流れ等を示した掲示資料を用意する。
○はじめのルールは簡単に設定し、児童でゲームを築き上げていくようにする。
	○前時の様子やチームカードの記述等から事前に重点的に指導・支援に入るチームを決めておくようにする。
○チームの時間の活用の仕方を指導し、チームの課題解決に向けた活動を展開できるようにする。
○記録カードからゲームを分析し、次のゲームに生かすように助言する。

	学習活動に即した評価規準
	場や用具の安全に気を付けて運動している。【関】（観察）


	みんなが楽しめるようなルールを考え、選んでいる。【思】（学習カード）
	作戦や状況に応じて、パスをするこができる。【技】（技能）
	チームの友達に声をかけたり、よさを見付けたりして、ゲームに取り組んでいる。【関】（観察）
	チームのよさを生かした攻め方を知るとともに、作戦を立てている。【思】（学習カード、観察）
	効果的な攻め方を知り、チームにあった作戦を選んでゲームに生かしている。【思】（学習カード、観察）
	作戦や状況に応じて、パスを受けるための場所に動いたりすることができる。【技】（観察）
	チームの作戦に基づいたパスやシュートによって得点することができる。【技】（観察）


学習過程　[ボール運動　ネット型（キャッチバレーボール）]　第５学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２・３・４
	５・６・７・８

	学習活動
	１　単元のねらいや学習の進め方を知り、単元の見通しをもつ。

○学習資料の活用の仕方に

　ついて知る。 

　　　　例）　チームカード
２　チーム編成を行う。

○１チーム４～５人

（６チーム）

○単元を通して同一チーム

３　用具の準備について知る。

４　準備運動について知り、取り組む。

○ラン＆パス

５　ゲーム運営の仕方やはじめの

ルールについて知る。

６　試しのゲームに取り組む。

・４人対４人

・ゲームは時間制（６分）

７　整理運動をする。

８　学習の振り返りをする。

９　学習のまとめをする。

10　用具の片付けをする。
	１　用具の準備をする。

２　本時の学習内容を知る。

３　めあて・作戦を確認する。

４　準備運動とボール慣れをする。

例）　席替え鬼　　　
５　ミニゲームに取り組む。（５分）

　　例）　レシーブゲーム　ラリーゲーム 　

アタック・ ブロックゲーム
６　ゲームに取り組む。【２・３・４・５・６時 リーグ戦】

○対戦表に従ってゲームを行う。
○審判やゲームの記録の仕方について知り、取り組む。
・役割分担 審判１人（２人） 得点１人 記録２人
７　整理運動をする。

８　学習の振り返りをする。

９　学習のまとめをする。

10　用具の片付けをする。
	１　用具の準備をする。

２　本時の学習内容を知る。

３　めあて・作戦を確認する。

４　準備運動とボール慣れをする。

例）　対面パス　　
５　チームの時間に取り組む。

○チームの課題に応じた活動に取り組む。

６　ゲームに取り組む。

【２・３・４・５・６時 リーグ戦】

○ゲーム後、審判チームから記録カードをもとにアドバイスする。

　　①ゲーム

　　②振り返り

　　③ゲーム
７　整理運動をする。

８　学習の振り返りをする。

９　学習のまとめをする。

10　用具の片付けをする。
	１　用具の準備をする。

２　本時の学習内容を知る。

３　めあて・作戦を確認する。

４　準備運動とボール慣れをする。

例）　ラン＆パス　　
５　チームの時間に取り組む。

○チームの課題に応じた活動に取り組む。

６　ゲームに取り組む。

【７・８時 対抗戦】

○同じ相手と続けて対戦する。

７　整理運動をする。

８　学習の振り返りをする。

９　学習のまとめをする。

10　用具の片付けをする。

	教師の働きかけ
	○学習資料を活用することを理解させ、記入例をもとにして記録カードを記入させたり、チーム内でよさを認める相手を確認したりする。

○事前に「技能」「関心・意欲・態度」「思考・判断」の力が等質で、児童同士の人間関係に配慮したチーム編成を行う。

○準備運動やミニゲームがゲームにつながるよう、活動のねらいを理解させる。

○学習のまとめでは、ミニゲームでねらった動きができた児童を称賛する。
	○前時の様子やチームカードの記述などから事前に重点的に指導・支援に入るチームを決めておくようにする。

○用具の準備やゲーム間の移動をすばやくできるように、１単位時間の流れなどを示した掲示資料を用意する。

○準備運動・チームの時間・ゲームで、「技能」「関心・意欲・態度」「思考・判断」のよさを称賛する。

○技能の高まりが見られない児童に対して、重点的に個に応じた助言をする。

○記録カードもとにしたアドバイスをゲームに生かすように助言する。

	学習活動に即した

評価規準
	場や用具の安全に気を付けて運動している。【関】（観察）
	場や用具の安全に気を付けて運動している。【関】（観察）
	友達と声をかけながら、ゲームをしている。【関】（観察）
	作戦に沿ってボール操作をしている。【技】（観察）
	仲間のよさを生かしながら、相手チームに合った作戦を考えたり選んだりしている。【思】（学習カード、観察）


	ボールの正面に入って、ボール操作をし、ボールや味方の動きに合わせて素早く移動している。【技】（観察）



学習過程　[ボール運動　ベースボール型（ティーボール）]　第５学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	学習内容・活動
	１　単元の見通しをもつ。

２　用具の準備について知る。

３　準備運動について知り、取り組む。

４　ゲーム運営の仕方やはじめのルールについて知る。

５　試しのゲームに取り組む。

６　整理運動をする。

７　学習の振り返りをする。

８　学習のまとめをする。

９　用具の片付けをする。

	１　本時の学習内容を知る。

２　チームの作戦・個人のめあてを確認する。

３　準備運動とボール慣れをする。

４　チームの時間に取り組む。

　○チームの課題に応じた活動に取り組む。

５　ゲームに取り組む。

　【２・３・４時　リーグ戦】

　○ゲーム後、攻撃チームが記録カードをもとにアドバイスする。

　①ゲーム１

　②振り返り

　③ゲーム２


６　整理運動をする。

７　学習の振り返りをする。

８　学習のまとめをする。

９　用具の片付けをする。
	１　本時の学習内容を知る。

２　チームの作戦・個人のめあてを確認する。

３　準備運動とボール慣れをする。

４　チームの時間に取り組む。

　○チームの課題に応じた活動に取り組む。

５　ゲームに取り組む。

　【５・６時　対抗戦】

　○同じ相手と続けて対戦する。

６　整理運動をする。

７　学習の振り返りをする。

８　学習のまとめをする。

９　用具の片付けをする。

	教師の働きかけ
	○集団で学ぶ力を高め合うために、学習資料を活用することを理解させ、記入例をもとにして記録カードを記入させたり、チーム内でよさを認め合う相手を確認したりする。

○「技能」「関心・意欲・態度」「思考・判断」の力が等質で、児童同士の人間関係に配慮したチーム編成を行う。

○用具の準備やゲーム間の移動を素早くできるように、１単位時間の流れ等を示した掲示資料を用意する。
○学習のまとめでは、ゲームでねらった動きができた児童を称賛する。
	○前時の様子やチームカードの記述等から事前に重点的に指導・支援に入るチームを決めておくようにする。

○チームの時間の活用の仕方を指導し、チームの課題解決に向けた活動を展開できるようにする。

○「技能」「関心・意欲・態度」「思考・判断」のよさを称賛する。

○技能の高まりが見られない児童に対して、個に応じた指導をする。

○記録カードからゲームを分析し、次のゲームに生かすように助言する。

	学習活動に即した評価規準
	準備や片付けを率先して行い、自分の役割の果たしている。【関】（観察）



	みんなが楽しくできそうなルールを考えたり選んだりしている。【思】（学習カード）
	打つ、投げる、捕るなどのボール操作をすることができる。【技】（観察）
	友達と声をかけながら、ゲームをしている。【関】（観察）
	ゲームに合った作戦を選んでいる。【思】（学習カード、観察）
	打球の方向や守備の位置、連係プレーの仕方を工夫して、楽しくゲームをすることができる。【技】（観察）


学習過程　[ゴール型（バスケットボール）]第6学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	１０

	学習内容・活動
	1　単元のねらいや学習の進め方を知り、単元の見通しをもつ。
2　学習資料の活用について知る。
・チームカード
・個人カード
・練習カード
3　用具の準備について知る。
4　準備運動の仕方について知り、チームで取り組む。
5　ゲームの運営やはじめのルールについて知る。
6　試しのゲームに取り組む。
7　整理運動をする。
8　学習の振り返りをする。
9　学習のまとめをする。
10　用具の片付けをする。
	1　用具の準備をする。
2　本時の学習内容を知る。
3　めあて・作戦を確認する。
4　準備運動とボール慣れをする。


	1　用具の準備をする。
2　本時の学習内容を知る。
3　めあて・作戦を確認する。
4　準備運動とボール慣れをする。



	
	
	5　ミニゲームに取り組む。

6　ゲーム１に取り組む。
Aコート
審判
Bコート
審判
2
A-B
C
D-E
F
A-C
B
D-F
E
B-C
A
E-F
D
3
B-F
C
A-D
E
C-F
B
A-E
D
B-D
F
C-E
A
4
A-F
C
D-E
D
A-B
F
A-C
E
C-F
A
D-E
B
5
D-F
C
B-D
B
B-E
A
B-F
C
B-C
E
C-F
F
　はじめのルール
　・人数　　４対４（１分間で１人ずつ交代していく。）
　・ゲームは時間制（1ゲーム６分）
　・ドリブルあり、ボールを保持して３歩以上歩かない
　・ボールを持っている人からとってはいけない。
　　・反則（たたく、おす、つかむ）
　・ゲームのスタートは、センターから
○対戦表に沿って、ゲームを行う
○相互審判やゲームの記録方法について知り、取り組む。
　・役割分担　審判１人　得点１人　記録　2人×２組
7　全体での振り返りをする。
8　ゲーム２に取り組む。
9　整理運動をする。
10　学習の振り返りをする。
11　学習のまとめをする。
12用具の片付けをする。
	5　ゲーム１に取り組む。

【６・７・８・９・１０時　対抗戦】
　○キャプテンが話し合い対戦相手を決める。
　○同じ相手と続けて対戦する。
　○ゲーム後、審判チームが記録カードを
もとにアドバイスする。
6　チームの時間に取り組む。
　　チームの課題に応じた活動に取り組む。
7　ゲーム２に取り組む。
8　整理運動をする。
9　学習の振り返りをする。
10　学習のまとめをする。
11　用具の片付けをする。
	＜チームの時間の活動場所＞
　共通課題や各チームの活動内容に合わせて決める。（下図例）







	教師の
働きかけ
	○事前にアンケートや調査を行い「技能」「関心・意欲・態度」「思考・判断」が等質で、児童同士の人間関係に配慮したチームの編成を行う。
○ボール慣れやミニゲームでねらった動きができた児童を称賛する。
○積極的に友達とかかわり合い、よさを認め合っているかを振り返させる。
	○用具の準備やゲーム間の移動が素早くできるように、１単位時間の流れを示した掲示資料を用意する。
○ルールをすぐに確認できるように掲示資料を用意する。
○技能面で高まりが見られない児童に対して、重点的に個に応じた指導をする。
○記録カードをもとにしたアドバイスをゲームに生かせるように助言する。

	学習活動に即した評価規準
	・ルールやマナーを守り、友達と助け合って練習やゲームをしようとしている。
・用具の準備や片付けで、分担された役割を果たそうとしている。【関】（観察）


	集団対集団で競い合うための練習やゲームにすすんで取り組もうとしている。【関】（観察）
	近くにいるフリーの味方にパスをすることができる。【技】（観察）
	学習の進め方やボール運動のルールを理解してゲームに取り組むことができる。【思】（観察）
	自分のチームの特徴を理解して作戦を立て、作戦に応じた個人のめあてをきめている。【思】（学習カード、観察）
	両手や片手でボールを操作してパスをつなぐことができる。【技】（観察）
	集団対集団で競い合うための練習やゲームに進んで取り組もうとしている。【関】（観察）
	効果的な攻め方を知り、チームにあった作戦を選んでいる。【思】（学習カード、観察）
	得点しやすい場所に移動し、パスを受けてシュートなどをすることができる。【技】（観察）
	チームの作戦に基づいた位置取りや、パスやシュートによって得点することができる。【技】（観察）


学習過程　[ゴール型（サッカーボール）]第6学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２
	３
	４
	５
	６（本時）
	７
	８
	９
	１０

	学習活動
	1　単元の見通しをもつ。
２　学習資料の活用について知る。
３　準備運動をする。
４　ゲーム運営の仕方やはじめのルールについて知る。
５　試しのゲームに取り組む。
　・４対４
　・ゲームは時間制
　　（４分－１分－４分）
６　整理運動をする。
７　学習の振り返りをする。
８　学習のまとめをする。
９　用具の片付けをする。
	１　本時の学習内容を知る。
２　チームの作戦・個人のめあてを確認する。
３　準備運動とゲームにつながる運動をする。

４　ゲーム１に取り組む。【２・３・４・５・６時　リーグ戦】
　○リーグ戦では多くのチームと対戦し、自分のチーム・相手チームのよさや特徴を知る。
リーグ戦１
リーグ戦２
　○相互審判やゲームの記録の仕方について知り、取り組む。

５　全体での振り返りをする。
６　ゲーム２に取り組む。○ゲーム１や全体での振り返りを生かしてゲーム２に取り組む。
	１　本時の学習内容を知る。
２　チームの作戦・個人のめあてを確認する。
３　準備運動とゲームにつながる運動をする。
４　チームの時間に取り組む。○チームの課題に応じた活動に取り組む。
５　ゲーム１に取り組む。【７・８・９・１０時　対抗戦】
　○対抗戦では同じチームと２回連続で対戦し、相手チームに合わせた作戦や練習を考える。
対抗戦

６　ゲーム２に取り組む。
　○ゲーム１で対戦した相手と続けて対戦する。

	
	
	７　整理運動をする。　８　学習の振り返りをする。　９　学習のまとめをする。　10　用具の片付けをする。

	教師の働きかけ
	○集団で学ぶ力を高め合うために、学習資料を活用することを理解させ、記入例をもとにして記録カードを記入させたり、チーム内でよさを認め合う相手を確認したりする。
○「技能」「態度」「思考・判断」の力が等質で、児童同士の人間関係に配慮したチーム編成を行う。
○全体の振り返りでは、一人一人が運動の楽しさを視点として振り返る。
○用具の準備やゲーム間の移動を素早くできるように、１単位時間の流れ等を示した掲示資料を用意する。
○学習のまとめでは、ゲームでねらった動きができた児童を称賛する。
	○前時の様子やチームカードの記述等から事前に重点的に指導・支援に入るチームを決めておくようにする。
○チームの時間の活用の仕方を指導し、チームの課題解決に向けた活動を主体的に展開できるように指導する。
○技能の高まりが見られない児童に対して、個別に動き方の指導をする。
○記録カードからゲームを分析し、次のゲームに生かすように助言する。

	学習活動に即した評価規準
	ゲームを行うコートを整備したり用具の安全に気を配ったりしようとしている。【態度】（観察）


	ルールやマナーを
守り、友達と助け
合って、ゲームを
しようとしてい
る。【態度】（観察）

	チームの友達に声
をかけたり、よさ
を見付けたりし
て、練習やゲーム
に取り組んでい
る。【態度】（観察）
	みんなが楽しくで
きそうなルールを
選んでいる。【思
考・判断】（観察・
学習カード）

	チームに合った練
習を選んでいる。
【思考・判断】（観
察・学習カード）


	チームに合った作
戦を立てている。
【思考・判断】（観
察・学習カード）


	作戦や状況に応じて、パスをするこができる。【技能】（観察）
	作戦や状況に応じ
て、パスを受けるた
めの場所に動くこ
とができる。【技
能】（観察）

	ボール保持者とゴールの間に体を入れて相手の得点を防ぐ動きができる【技能】（観察）

	作戦や状況に応じ
て、パスを受けてシ
ュートすることが
できる。【技能】（観
察）


〈はじめのルール〉


・４人対４人・時間制（１ゲーム６分：前後半制）


・キーパーはゴールエリアに一人。


・エンドラインを出たら、ゴールエリアからキーパーが投げる。


・次の時は相手ボールでサイドラインからスローイン。


・得点後はセンターラインからスローオフで始める。


・ボールを持って４歩以上歩く。


・反則（相手をたたく。蹴る。押す。つかむ。足をかける）





手本となる児童を紹介し、準備や片付けができたことを称賛していく。





学習課題やルールを掲示物で示し、ルールづくりの目的や学習のねらいを意識付ける。





動きながらパスをしている児童を紹介し、技能ポイントに気付かせる。





チームワークの大切さを伝え、友達のよいプレーを見付けるよう助言する。





自分たちのチームのよさに気付かせ、みんなが活躍できる作戦を考えさせる。





相手チームの動きを予想させ、チームの攻め方を考えさせる。





三角形になることや、ボールと反対側のサイドは空きやすいことに気付かせる。





よさを生かしたプレーをしている児童を称賛し、役割を果たす重要性に気付かせる。





・人数：４人対４人　　・ゲームは時間制（１ゲーム６分）


・３回で相手のコートにボールを返球する。


・ボールを落としたら相手チームに１点が入る。


・得点を取ったチームがサーブを打つ。


・得点が入ったら時計回りにローテンションをする。


・１球目キャッチ→２球目キャッチ→３球目はじく。





よい友達を紹介し、準備や片付けができたことを称賛していく。





学習課題やルールを掲示し、ルール作りの目的や学習のねらいを意識付ける。





チームワークの大切さを伝え、友達のよいプレーを見付けるようにアドバイスする。





ボールを運びたい方向に体の向きを向けている児童を紹介し、技能のポイントに気付かせる。





自分たちのチームのよさに気付かせ、みんなが活躍できる作戦を考えさせる。





周りの児童がボール操作をした時に、どう行動するか考えさせる。





○学習資料の活用の仕方


　チームカード


　記録カード


個人カード


○チーム編成


　１チーム６～７人（６チーム）


　単元を通して同一チーム





○コールスロー　　○バウンドキャッチボール





コートの設定





○コールスロー　　○バウンドキャッチボール





手本となる児童を紹介し、準備や片付けができたことを称賛していく。





学習課題やルールを掲示物で示し、ルールづくりの目的や学習のねらいを意識付ける。





攻防を楽しんでゲームをしている児童を称賛し、技能ポイントに気付かせる。





チームワークの大切さを伝え、友達のよいプレーを見付けるようアドバイスする。





自分たちのチームのよさに気付かせ、みんなが活躍できる作戦を考えさせる。





守備位置を見て、ヒットになりやすい所を見付けて打つようにするなど、具体的なアドバイスをする。





タップ　ハンドリング　入れ替えパス　　コピードリブル　　ナンバリングパス








リアクションパス





ドリブル鬼ごっこ　





２対１





シュートゲーム





２対１　３対２








３対２








ロングパス　


シュートゲーム





シュートゲーム





シュートゲーム








ナンバリングパス





声をかけ、具体的にするべきことを指示する。またできている児童を称賛する。





教師が積極的に児童へ声をかけ、ゲームの楽しさを味わわせる。





フリーになっているプレーヤーを見つけ、「□□にパス！」と具体的に教える。





学習の進め方やルールを掲示し、視覚的に理解できるようにする。	





チームの作戦を意識させ、自分の役割について考えるように助言する。





ナンバリングパスなどの動きのある活動に取り組ませる。





学習カードなどを通じ、バスケットボールの楽しさに気付かせる。	





相手チームの動きを予想させ、チームの攻め方を考えさせる。





パスした後の動きとどこでボールをもらえばシュートしやすいかを教える。





良さを生かしたプレーをしている児童を称賛し、役割を果たす重要性に気付かせる。





・チームカード


・個人カード


・ナイスプレーカード


・タッチ＆シュート


・チョイス＆チャレンジカード





○パスシュート





○５対１（ボール回し）





○３対２（シュートゲーム）





＜はじめのルール＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＜コートの設定＞　　　　　　　　　　　　＜ゴールの設定＞


・４人対４人（ゴールキーパー１人、フィールド３人、審判１人、記録１人）　・前半４分－１分－後半４分


・サイドラインを出たら、相手ボールのアンダースローインで始める。


・エンドラインを出たら、ゴールキーパーのスローで始める。


・得点後は、センターからキックオフで始める。


・次の時は相手ボールのフリーキックから始める。


※反則（相手をたたく。蹴る。押す。つかむ。足をかける。ボールを手で触る。）





２６ｍ





１３ｍ





３ｍ





２ｍ





３ｍ





よい友達を紹介し、準備や片付けができたことを賞賛していく。





みんなが楽しめるゲームにするためにはどのような態度が望ましいか気付かせる。





チームワークの大切さを伝え、友達のよいプレーを見付けるよう助言する。





学習課題やルールを掲示物で示し、ルール作りの目的や学習のねらいを意識付ける。





作戦や一人一人の役割を意識したチーム練習になるよう、助言する。





自分たちのチームのよさに気付かせ、みんなが活躍できる作戦を考えさせる。





・動きながらパスをしている児童を紹介し、技能ポイントに気付かせる。


・ゲームを止めて説明をして、ゲーム中に指示したり、できたら認めたりする。





・三角形になることや、ボールと反対側のサイドは空きやすいことに気付かせる。


・パスしたらすぐスペースに走り込むよう助言する。





役割を決めたり、マークする相手を決めたり、その動きに合わせるよう助言する。





どの場所だとシュートが入りやすいか、児童が考えられるように助言する。








